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台風災害データベースとは

　台風災害の被害状況は、国や地方自
治体の関係機関において取りまとめられ
ています。その情報は、各機関のホー
ムページ上に公開され、閲覧できるよう
になってきていますが、報告書や資料と
して各都道府県の図書館に保存されて
いたりする場合もあり、各機関に情報が
散在しています。台風災害データベー
ス（図1）は、国や地方自治体から発
行された様々な台風災害に関する情報
を集約することで、過去から現在に至
る台風による様々な被害状況を容易に

知ることを目的としたデータベースです。
第5回世界気象機関「熱帯低気圧に
関するワークショップ」において、過去
の災害の被害状況を取りまとめたデータ
ベースが台風災害の軽減に有効と提案
されたのを踏まえ、開始しました。

過去の類似経路の台風被害情報を
発信

　従来の気象情報では必ずしも住民等
の避難につながらないとの課題が挙げ
られています。最新の気象モデルによ
る台風の進路予測の精度は年々向上し
ていますが、災害の規模を直接予測す

台風災害情報の集約と発信
台風災害データベースの利活用

ることは未だに困難です。そこで、こ
れまで構築を進めてきた台風災害デー
タベースをアーカイブとして利用する
のみならず情報発信においても利活
用するため、最新の気象モデルで予想
された台風経路と類似した過去の台風
と、その際の雨量情報に加えて床上・
床下浸水件数や全壊・半壊・一部損壊
件数などの被害情報も表示する試みを
実施しています。
　2022年に上陸した台風は、7月の
第4号、8月の第8号、9月の第14号
の3個でした。また、上陸はしていま
せんが台風第15号から変わった温帯

自然災害を軽減するためには、施設整備によるハード対策に加えて、住民避難等のソフト対

策を効率的に組み合わせることが必要だ。そのためには、災害に対する危険性を認識し、い

ざという時には適切な準備や避難などの災害対応を行うことが重要となる。過去の事例を利

活用して気象予測の結果から想定される状況を情報として提供できれば、起こり得る気象災

害に対する危険性を認識し、事前の備えに役立つ。防災科研では、台風に係るさまざまな災

害情報をアーカイブした「台風災害データベース」の公開を続けている。
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低気圧の影響で、静岡県では大雨によ
り長期に渡る断水等の被害も発生しま
した。一例として、図2に9月18日
時点での台風第14号の経路に類似し
た台風の経路を載せています。この中
で、1997年の台風第19号の際の住宅
の浸水件数と全壊・半壊・一部破損件
数をそれぞれ示したものが図3になり
ます。台風第14号では、宮崎県を中
心に鹿児島県および大分県で多くの被
害が発生しましたが、過去に同様な経
路を取った1997年の台風第19号に

おいても、鹿児島県・宮崎県・大分県
を中心に家屋の浸水や破損の被害が発
生していました。

おわりに

　近年これまで経験したことがないよう
な甚大な災害をもたらす集中豪雨・豪
雪等が多発しています。台風のみなら
ず比較的短時間の集中豪雨や低気圧な
ど他の気象現象に起因する様々な災害
情報についてもデータ整備を行い、デー
タが蓄積していけば、他の気象現象も

今期の災害

含め気象災害の被害規模を推定するシ
ステムの研究開発の推進が可能になる
ことが期待されます。同時に、災害に
関わるデータベースは、災害の記憶を
風化させることなく、後世に伝え、災害
への備えを考えるきっかけとして利活用
することも考えられます。これまでの多く
の被害と犠牲を無駄にせず、自らが避
難行動をとり被害軽減を図っていくため
には、過去の災害について知り、それ
を生かして次に起こる災害に備えること
は大切と考えています。

図3　（上）1997年台風第19号に伴う家屋浸水件数
（下）同台風に伴う全壊・半壊・一部損壊件数

図１　「台風災害データベース」のトップページ

図2　台風第14 号の経路に類似した過去の台風（1979 年台風
第12号、1996年 台 風 第12号、1997年 台 風 第19号、
2004年台風第16号）の経路と各台風の積算雨量の最大値


	NIEDnews_2022(No219)web0116 1
	NIEDnews_2022(No219)0116改



